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未
来
を「
と
も
に
創
り
、
育
む
」

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
東
部
の

健
康
・
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
鵜
沼

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
庁
舎
を
は
じ

め
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に
は
総
合
運

動
公
園
、
教
育
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
と
し
て
教
育
セ
ン
タ
ー
、
障
が

い
者
の
相
談
支
援
に
関
す
る
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
拠
点
と

な
る
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
と「
対
話
」
を

重
ね
な
が
ら
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
、し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
、ま
ち
の
未
来
へ
の
想
い
を
共
有

し
、と
も
に
創
り
、育
み
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
進
め
て
き
た
一
年
で
し
た
。

　
ま
ち
の
財
産
で
あ
る
地
域
の
人
々
を
は

じ
め
、歴
史
や
産
業
、施
設
な
ど
地
域
に
あ

る
資
源
を
存
分
に
活
用
し
な
が
ら
展
開
し

て
い
る「
か
か
み
が
は
ら
寺
子
屋
事
業
2.0
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、

支
え
、夢
や
郷
土
愛
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
河
川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス
」

や
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
多
く
の
若
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
画
し
、ま
ち
の
魅
力
を
創
造
し
、

効
果
的
に
情
報
発
信
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
積
極
的
に

行
動
す
る
市
民
の
方
が
増
え
、
さ
ら
な
る

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
、自
治
会
な
ど

の
各
種
団
体
、企
業
、行
政
が
と
も
に
協
力

し
、知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、「
オ
ー
ル

各
務
原
」
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

 「
ま
ち
」を
支
え
る

　
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
が
叫
ば
れ
る

中
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策

に
も
果
敢
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
今
あ
る
ま

ち
の
魅
力
を
発
掘
し
、
磨
き
あ
げ
、
そ
し

て
新
た
に
創
造
し
な
が
ら
、
市
内
外
に
向

け
て
ま
ち
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
情
報
の
発
信
や
移
住
定
住
に

関
す
る
相
談
窓
口
の
拠
点
と
な
る
の
が
、

昨
年
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
に
開
設
し

た
「
か
か
み
が
は
ら
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
」。

こ
の
拠
点
の
さ
ら
な
る
活
用
に
よ
り
、
住

み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
、

そ
し
て
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
に
は
高
い
技
術
力
を

持
っ
た
、
魅
力
的
な
中
小
企
業
が
多
く
あ

り
ま
す
。
働
く
場
所
と
し
て
選
ば
れ
る
よ

う
、
市
内
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
、

ま
ち
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、ま
ち
の
新
た
な
魅
力
と
な
る「
岐

阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」が
い

よ
い
よ
３
月
24
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
空
や
宇
宙

へ
の
憧
れ
を
抱
き
、将
来
の
夢
へ
と
つ
な

が
る
、魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

「
く
ら
し
」を
守
る

　
昨
年
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

大
雨
な
ど
で
、
河
川
水
位
が
危
険
レ
ベ
ル

に
達
し
た
り
、
道
路
冠
水
や
床
下
浸
水
の

ほ
か
、
強
風
に
よ
る
倒
木
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
防
災
対

策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
を
想
定
し
、
い
か

な
る
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
を

繰
り
返
す
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
避

難
所
に
お
け
る
備
蓄
品
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
地
域
の
自

主
防
災
力
の
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら

に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
を
自
分
ら
し
く
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
、
働
き
盛
り
の
方
か
ら
ご
高

齢
の
方
を
対
象
に
、
新
た
な
健
康
増
進
事

業
や
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
、
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

伸
び
ゆ
く
各
務
原
市

　
10
年
・
20
年
先
の
各
務
原
市
が
さ
ら
に

元
気
で
輝
き
続
け
る
た
め
に
、
未
来
に
向

け
て
蒔ま

い
た
、
多
く
の
種
が
芽
を
出
し
、

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
ま
し
た
。
芽
を

育
み
、
幹
を
太
く
し
、
そ
し
て
力
強
く
伸

平
成
30
年

市
長
年
頭
あ
い
さ
つ

市
長

ば
し
て
い
く
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
「
対
話
」
を
重
ね
、
情
熱

を
も
っ
て
果
敢
に
市
政
運
営
に
邁ま

い

進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
と
も
に
未
来
を
創
造
し
、
さ
ら
に
各
務

原
市
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
新
春  

市
長
・
議
長
対
談
」を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
毎
年
、新
春
恒
例
の
市
長
・
議
長
対
談

を
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.city.
kakam

igahara.lg.jp/5294/index.
htm

l

で
公
開
し
ま

す
。市
長
と
議
長
が
、

昨
年
を
振
り
返
り
、

今
年
一
年
の
展
望
を

語
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
開
予
定
日
　
１
月

１ 

日
（
月
）

新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。



▼
「
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
」
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
、
ぬ
い
ぐ
る
み（
ア
ク
ア
・
ト

ト 

ぎ
ふ
）
▼「
オ
ア
シ
ス
ホ
イ
ー
ル
」

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト（
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
）

▼
「
ら
ら
ら
」
グ
ッ
ズ
、各
務
原
キ
ム
チ
カ

レ
ー
、
に
ん
じ
ん
村
（
市
観
光
協
会
）

▼
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物

館
ペ
ア
招
待
券（
カ
ッ
コ
内
は
提
供
）

プ レ ゼ ン ト

　
「
新
春
お
年
玉
企
画
」
は
、次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
新
年
最
初
の
運
試
し
、
皆
さ
ん
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
は
が
き
】

　

ペ
ー
ジ
左
上
の
応
募
用
紙
に
、「
ク

イ
ズ
の
答
え
と
必
要
事
項
、
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
」
を
記
入
し
て
点
線
で
切
り
取

り
、
は
が
き
の
裏
面
に
貼
っ
て
〒
５
０

４
―
８
５
５
５
那
加
桜
町
１
の
69
、
市

役
所
広
報
課
「
新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

　

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.
city.kakam

igahara.lg.jp/

の
専
用
申

込
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
し
て
申
込

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
申
込

で
き
ま
す
）

【
共
通
事
項
】

対
象　

市
内
在
住
の
方

申
込
締
切　

１
月
28
日
（
必
着
）

備
考
　
▼
応
募
は
１
人
１
通
（
回
）
限

り
▼
抽
選
結
果
は
、
当
選
し
た
方
に
の

み
ご
案
内
し
ま
す
▼
お
聞
き
し
た
個
人

情
報
は
、
本
企
画
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん

詳
細　

広
報
課 

☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
９
０
０

応 募 方 法

※写真は実際の賞品と
　異なる場合があります

クイズの答え

アンケート

氏
名

住
所

年
齢

※「飛燕」が入っているマスを、絵の上と左にあるアルファベットと数
字の組み合わせでお答えください。

■広報紙のページ数は

■広報紙を月 2 回発行しているのは

■広報紙で読む / 読まない記事  ※番号を書いてください

①多い　②ちょうどいい　③少ない

①多い　②ちょうどいい　③少ない

読む記事

①特集　②あさけんレポート※1　③くらしとけんこう
④カルチャー　⑤けんこう HOT ニュース※1

⑥子ども館だより※2  ⑦かかみがはらっこ  ⑧みんな集合
⑨クローズアップ　⑩小説「幕末余聞  天狗と魁」　
⑪らららのめざせ！情熱宣伝大使※1　⑫グッジョブ！ ※2

⑬ウオッチ　⑭市民ギャラリー　⑮元気ッズ　
⑯すべて読む　　　　　※1 は毎月 1 日号、※2 は 15 日号に掲載

歳

〒

※番号を○で囲んでください

読まない記事

性
別

男
・ 

女

☎（　　　）　　　ｰ　　　　

新
春
お
年
玉
企
画

各務原市

　

今
年
３
月
24
日
に
、
い
よ
い
よ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
「
岐

阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」。

展
示
面
積
を
1.7
倍
の
約
９
４
０
０
㎡
に

増
床
し
、
同
種
の
博
物
館
で
は
日
本
最

大
規
模
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

今
年
の
新
春
お
年
玉
企
画
は
、
展
示

の
目
玉
で
あ
り
、
国
内
に
１
機
し
か
現

存
し
な
い
「
飛ひ

え
ん燕
」
が
テ
ー
マ
。
は
た

し
て
、
た
く
さ
ん
の
飛
行
機
の
中
か
ら

「
飛
燕
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
り
ま
す
！
賞
品
に
は
、「
岐

阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」

の
ペ
ア
招
待
券
も
ご
用
意
。
皆
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

上
の
絵
の
中
か
ら
、
左
の
「
飛
燕
」

が
入
っ
て
い
る
マ
ス
を
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
数
字
の
組
み
合
わ
せ
で
答
え

て
く
だ
さ
い
。

遊 び 方

■上の絵と同じ「飛燕
」

　を探そう！

■「色違い」に注意！

※機体の色などは、実在する飛行機や展示とは異なります

数字アルファベット

「
飛
燕
」を
さ
が
せ
！

WANTED !

5　　　広報各務原1月 1日号 広報各務原1月 1日号　　　4



くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　地域課題を解決するために行
う事業の経費を助成する、まち
づくり活動助成金。この助成金
を活用して行われた、まちづく
り活動の報告会を開催します。
ぜひ見に来てください。
日時　1 月 27 日（土）　10:00 ～
11:10
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

まちづくり活動
助成金公開報告会

　地域課題解決に取り組む人材
の育成と、地域に目を向ける
きっかけづくりを目的として開
催している地域づくり人材養成
講座「まちづくり講座  in  尾崎」
の最終報告会を開催します。
日時　1 月 21 日（日）　13:00 ～
14:30（開場 12:30）
場所　東海学院大学図書館大セ
ミナー室（那加桐野町 5）
詳細　いきいき楽習課☎ 058-38
3-1210

「まちづくり講座 in
尾崎」最終報告会

日時　1 月 20 日（土）・21 日（日）・
27 日（土）・28 日（日）、2 月 3
日（土）　10:00 ～ 12:00（全 5 回、
雨天決行）
場所　市ホッケー場（下切町 6）
対象　小・中学生（保護者の承
諾が必要）
定員　50 人（申込順）
講師　市ホッケー協会会員
申込と詳細　1 月 13 日までに、
直接、川崎重工ホッケースタジ
アム（火曜日を除く）☎ 058-380-
2211

初心者大歓迎！
ホッケー講習会

　ギャラリー「風花庵」の小島
正樹さんの協力で、市所蔵作家、
井上忠明の作品を紹介します。
期間　1 月 20 日～ 2 月 4 日　
10:00 ～ 17:00（1 月 25 日は、
19:00 まで、22 日・26 日・29 日
は休館）
場所　中央図書館 3 階展示室 A・
B（那加門前町 3）
詳細　いきいき楽習課☎ 058-38
3-1042

　人気の絵本に歌を添えて、笑
顔になれるコンサートを開催し
ます。親子で一
緒に歌う時間、
体を動かす時間
もありますよ。
日時　2 月 17 日（土）　11:00 ～
12:00（開場 10:30）
場所　蘇原コミュニティセン
ター集会室（蘇原野口町 1）
対象　就園児の親子（3 ～ 6 歳
児、未就園児も入場可）
定員　50 組（申込順）
出演　e

エ バ ー

ver  a
アフター

fter（朝香・歌、えっ
ちゃん・朗読、Riko・ピアノ）
主な曲目　さんぽ、絵本「だる
まさんが」ほか
申込と詳細　1 月 10 日～、電
話でいきいき楽習課☎ 058-383-
1042

　自分が考える理想像に近づく
ために、まずは現在の自分を知
ることから始めましょう。
日時　1 月 26 日（金）、2 月 2 日

（金）・7 日（水）　10:00 ～ 12:00
（全 3 回）

場所　イオンモール各務原 2 階
会議室（那加萱場町 3）
対象　市内在住・在勤の女性
定員　20 人（申込順）
備考　託児を希望する方は、申
込時にお知らせください
申込と詳細　1 月 17 日までに、
企業人材全力応援室☎ 058-383-
7236

　季節のお話の読み聞かせと、
犬が箱から飛び出すしかけおも
ちゃを作ります。
日時　1 月 20 日（土）　14:00 ～
15:00
場所　川島ほんの家幼児コーナー

（川島松倉町、川島会館 3 階）
対象　子どもとその保護者（小
学校低学年以下は、保護者同伴）
定員　15 人（工作のみ）
申込と詳細　工作参加希望者
は、当日 9:00 ～、電話または
直接、川島ほんの家☎ 0586-89-
5610

　今年の運勢は？来館者にオリ
ジナルおみくじしおりをプレゼ
ントします。
期間　1 月 5 日（金）～
場所　中央ライフデザインセン
ター図書室（蘇原中央町 2）
詳細　中央ライフデザインセン
ター図書室☎ 058-383-2125

【本の福袋はいかが？ただし貸
し出しです】
　新年初の貸出は、本の福袋で。
テーマごとに 3 冊の本が入って
います。
日時　1 月 5 日（金）・6 日（土）
10:00 ～
備考　 ▽ 一般向けのみ ▽ 各 10
セット限定（1 人 1 セット）

【開運！こどもおみくじ】
　1 日 1 回、おみくじがひける
よ！今年の運勢はどうかな？
期間　1 月 5 日～ 8 日

【共通事項】
場所　もりの本やさん（鵜沼）
詳細　もりの本やさん☎ 058-37
0-7175

　各務原市桜まつり「20 万人の
広場」に参加しませんか。
期日　4 月 7 日（土）・8 日（日）
場所　市民公園一帯（那加門前
町 3）
募集内容　バザー出店、ステー
ジ広場出演
備考　 ▽申込書、募集要項は観
光交流課（産業文化センター 6
階）にあるほか、市ウェブサイ
トからもダウンロード可 ▽応募
者多数の場合は抽選
申込と詳細　1 月 22 日（必着）ま
でに、観光交流課内桜まつり実
行委員会事務局　 058-389-0765
☎ 058-383-9925

桜まつり出店者・
出演者募集

市所蔵作家企画展
井上忠明の世界

うたとえほんの
わくわくひろば

働きたい女性応援
☆レッスン

川島ほんの家
新春おはなし会

中央ライフ図書室
新春企画

もりの本やさん
新春イベント

日時　1 月 20 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「東陽英朝と少林寺」横山
住雄・濃尾歴史文化研究所主宰
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原歴史研究会
講演会

日時　1 月 13 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　内藤記念くすり博物館大
ホール（川島竹早町）
定員　300 人（当日申込順）
内容　「薬草歳時記」北川宗正・
薬剤師
費用　100 円（資料代）
詳細　内藤記念くすり博物館☎
0586-89-2101

内藤記念くすり
博物館講演会

　年齢、性別に応じて種目が分
かれています。お気軽にご参加
ください。
日時　1 月 27 日（土）　10:00 ～
場所　めいほうス
キー場（郡上市明
宝奥住水沢上 344
7-1） 第 2 リ フ ト
降り場集合
対象　市内在住・
在勤・在学の方
定員　100 人（申込順）
費用　一般 1000 円、高校生以
下 500 円（当日支払）
種目　大回転 ▽少年少女の部 ▽

中・高校生の部 ▽一般女子の部
▽一般男子の部（1 部 40 歳以下、

2 部 41 歳 ～ 59 歳、3 部 60 歳
以上）
備考　競技種目の年齢は平成
30 年 1 月 1 日現在
申込と詳細　1 月 19 日（必着）
までに、スポーツ課にある申込
書に必要事項を記入し、スポー
ツ課内市体育協会事務局　 058-
389-0218 ☎ 058-383-1231

ご参加ください！
市民スキー大会

FAX

　初詣や初日の出など、あなた
の「今年の初めて」を切り撮っ
た写真を募集します。
応募締切　2 月 18 日（日）
備考　応募要項は市ウェブサイ
トをご覧ください
詳細　広報課☎ 058-383-1900

「みんなのフォト
ギャラリー」募集

最優秀賞　水野功基（蘇二 1）、
山瀧怜珠（中央 2）、奥村月音（那
二 3）、山田泰輝（川島 4）、伊藤杏
南実（稲西 5）、仙石結莉（稲東 6）
優秀賞　佐野珠梨（各務 1）、佐
竹充英（蘇一 1）、秋田麻央（川
島 2）、小田創万（鵜三 2）、山田結
惟（八木山 3）、財津秀弥（蘇二
3）、城唯花（緑苑 4）、池光謙心（中
央 4）、津田祐羽蒼（那一 5）、西
垣芽愛（川島 5）、土屋昂大（鵜
二 6）、神谷百里奈（八木山 6）
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

小学生交通安全
作文表彰（敬称略）期間　1 月 1 日～ 2 月 27 日（休

館日は施設ウェブサイトをご覧
ください）
優待料金　18 歳以上 1000 円、
65 歳以上 1000 円、高校生 900
円、小・中学生 500 円、3 歳以
上 200 円（通常は、大人 1700 円、
65 歳以上 1300 円、高校生 1100
円、小・中学生 700 円、3 歳以
上 300 円）
備考　免許証など市内在住の証
明ができるものを入館窓口で提
示（1人の証明で5人まで割引可）
詳細　リトルワールド（犬山市今
井成沢 90-48）☎ 0568-62-5611

リトルワールド
市民優待割引

日時　1 月 20 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス大講義室（那加甥田町）
定員　300 人（当日申込順）
内容　「3 度のクビ
から現役 27 年」山
崎武司・元プロ野
球選手
詳細　中部学院大学内シティカ
レッジ各務原事務局☎ 058-375-
3601

シティカレッジ
各務原特別講演会 FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　2 月 20 日～ 23 日に中央図書
館 3 階で開催する、シニア文化
祭の出展作品を募集します。ぜ
ひ、ご応募ください。
対象　市内在住で 60 歳以上の方
条件　書・絵画・手芸品・写真
など各部門につき 1 人 1 作品
申込と詳細　1 月 5 日～ 12 日に
高齢福祉課（市役所 2 階）☎ 058-
383-1779

シニア文化祭
作品募集

【平成 29 年分「公的年金等の源
泉徴収票」の送付】
　厚生年金および国民年金の老
齢年金受給者全員に対して、そ
の 1 年間の年金の支払総額、社
会保険料の金額（介護保険料お
よび国民健康保険料、または後
期高齢者医療保険料のうち年金
から天引きされたもの）、源泉
徴収税額、控除内容を記載した

「公的年金等の源泉徴収票」が
1 月下旬に送付されます。ただ
し、障害年金や遺族年金は非課
税所得のため送付されません。

【確定申告】
　年金収入が 400 万円以下の方
は、原則として確定申告をする
必要はありません。しかし、確
定申告が義務付けられていない
場合に、源泉徴収で控除を受け
ることができなかったことで、
源泉徴収税額を納めすぎとなっ
ている方は、還付を受けるため
の確定申告ができます。
　また、2 つ以上の年金の支払
者に対して「扶養親族等申告書」
を提出している方や、年金の他
に給与などの所得が 20 万円を
超える方は確定申告を行わなけ
ればなりません。このとき添付
書類の 1 つとして源泉徴収票が
必要となります。

【住民税の申告】
　確定申告をしない方で、次に
当てはまる場合は、市役所での
住民税の申告が必要です。

▽公的年金等に係る雑所得のみ
がある方で、「公的年金等の源泉
徴収票」に記載されている控除

（社会保険料控除、扶養控除等）
以外の各種控除の適用を受ける
とき ▽公的年金等に係る雑所得
以外の所得があるとき

【源泉徴収票の再交付】
　「公的年金等の源泉徴収票」の

年金に関する
お知らせ

再交付については、岐阜南年金
事務所へ申請書（はがき）を提
出していただくほか、受給者本
人または配偶者からの電話によ
る受付も行います。いずれの場
合も基礎年金番号が必要です。
　平成 29 年中に亡くなられた
方の「公的年金等の源泉徴収票」
は、送付されませんので、必要
な方は再交付の申請と同様の手
続きをしてください（交付まで
に 1 カ月程度かかります）。

【社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書】
　確定申告などの際に国民年金
保険料を社会保険料控除として
申告する場合、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」の
添付が必要です。この証明書は、
2 回に分けて送付されます。

▽ 平成 29 年 11 月発送分＝平
成 29 年 1 月 1 日 ～ 10 月 2 日
に納付された方 ▽ 平成 30 年 2
月 発 送 分 ＝ 平 成 29 年 10 月 3
日～ 12 月 31 日に、その年初
めて保険料を納付された方
備考　社会保険料控除証明書に
ついては「ねんきん加入者ダイ
ヤル」☎ 0570-003-004（3 月 15
日までの平日 8:30 ～ 19:00、第
2 土曜日 9:00 ～ 17:00）、「050」で
始まる電話からは☎ 03-6630-2
525
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161

日時　1 月 13 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　産業文化センター 2 階第
4 会議室（那加桜町 2）
定員　30 人（予約優先）
申込と詳細　事前に、ハウスサ
ポート☎ 0120-81-0409

空き家対策
セミナー・相談会

　地図作成・防災・相続・空き家
などに関する講演会を行います。
日時　1 月 14 日（日）　13:30 ～
16:40
場所　那加福祉センター 1 階集
会室（那加雲雀町）
詳細　県土地家屋調査士会事務
局☎ 058-245-0033

土地家屋調査士の
市民講座

　人権擁護委員が、人権に関わ
る相談に応じます。
日時　1 月 15 日（月）　13:00 ～
15:00
場 所　市役所 4 階第 2 会議室

（那加桜町 1）
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

ご相談ください
特設人権相談

　現在、産業文化センターなど
にある水道総務課、水道施設課

（施設係）、下水道課が、水道事業
庁舎（三井東町 4-32）に移転し
ます。なお、移転しても、電話
番号は変わりません。
移転期日　1 月 29 日（月）
移転先　 ▽水道総務課＝水道事
業庁舎 1 階 ▽水道施設課施設係
＝水道事業庁舎 2 階 ▽ 下水道課
＝水道事業庁舎 1 階
詳細　水道総務課☎ 058-383-71
11

水道総務課などの
事務所移転

心の通い合う街⑤
「部落差別の解消の推進に関

する法律」が施行されました
　同和問題は、日本社会の歴
史の中で形づくられた、かつ
ての身分的差別により、一部
の人々が生まれ育った地域に
よって不当に差別される日本
固有の重大な人権問題です。
特に近年では、インターネッ
ト上での差別事象などが拡大
しています。
　同和問題についての正しい
知識・理解を深め、あらゆる偏
見や差別意識をなくし、お互い
の人権を認め合う人権尊重思
想を高めることが必要です。
資料提供　まちづくり推進課

　今年のコンクールには、67 団
体から応募がありました。各部
門の入賞者は、次の皆さんです

（敬称略）。
公共花壇（大）　

△

市長賞＝南町
シニア園芸クラブ（写真）

△

金
賞＝清住町ふるさと創生会

△

銀
賞＝松本フラワーサークル ▽銅
賞＝朝日町 5 丁目西自治会
公共花壇（小）　

△

市長賞＝花園
町シニアクラブ

△

特別賞＝松本
町シニアクラブ

△

金賞＝松本町
子ども会 ▽銀賞＝会本子ども会

▽銅賞＝中央町長生会シニアク
ラブ ▽審査員特別賞＝柿沢子ど
も会
家庭の部　

△

市長賞＝中尾妙子△

金賞＝大塚啓子

△

銀賞＝岩田
信子

△

銅賞＝伊藤芽里子
団体の部　

△

審査員特別賞＝蘇
原中学校
達人の部　

△

花と緑コンクー
ル大賞＝つつじが丘上池クラ
ブ

△

技能賞＝野口パークレン
ジャー、蘇原駅前自治会連合会、
尾崎北町パークレンジャー

【表彰式】
日時　1 月 27 日（土）　14:00 ～
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）

【入賞作品の展示】
期間・場所　 ▽ 1 月 11 日まで
＝産業文化センター 1 階エント
ランスホール（那加桜町 2） ▽

1 月 12 日～ 25 日＝市役所 1 階
ロビー（那加桜町 1）
詳細　河川公園課☎ 058-383-11
11 内線 2755

第 17 回花と緑
コンクール入賞者

　宝くじの社会
貢献事業の一環
として、国から
の助成を受け、
消火活動などに
使用する消防団
用ホース 64 本を整備しました。
詳細　消防本部総務課☎ 058-38
2-3136

宝くじ助成金で消
防団用ホース整備

【小・中学校入学祝金】
　来年度、小・中学校へ入学する
お子さんのいる、ひとり親家庭
などに、市が入学祝金を支給し
ます。
金額　子ども 1 人 1 万円

【中学校卒業記念品】
　今年度、中学校を卒業するお
子さんのいる、ひとり親家庭な
どに市と市社会福祉協議会、市
母子父子寡婦福祉会から図書券
を支給します。
記念品　子ども 1 人 2000 円分

【共通事項】
対象　平成 30 年 3 月 1 日を基準
日として、上記の児童・生徒を扶
養するひとり親家庭などの方（親
子とも市内に住所があり、引き
続き居住する見込みのある方）
申込と詳細　1 月 5 日～ 2 月 15
日に戸籍謄本（本籍が市内の方、
児童扶養手当、母子・父子医療
受給者は不要）と印鑑を持参し、
子育て支援課☎ 058-383-7203

ひとり親家庭に入
学祝金・卒業記念品

【市税】

▽ 休日相談日時＝1 月 14 日（日）
10:00～17:00 ▽ 夜間相談日時＝
1 月 9 日～ 12 日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】

▽ 休日相談日時＝1 月 13 日（土）
13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時
＝1 月 10 日～ 12 日、15 日（月）・
16 日（火）　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

1 月の休日・夜間
納付相談

応急手当
指導員講習

日時　2 月 4 日・11 日　いずれ
も日曜日　9:00 ～ 17:00（全 2 回）
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1）
対象　市内在住・在勤の方
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲み物
備考　 ▽ 5 人に満たない場合は
中止になる場合あり ▽合格者に
は認定証を発行
申込と詳細　1 月 22 日までに、
救急指令課☎ 058-382-3596

9　　　広報各務原 1 月 1 日号 広報各務原 1 月 1 日号　　　8



くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　専門医の医療講演、個別相談、
患者家族交流会を行います。
日時　1 月 28 日（日）　①② 10:15
～ 12:30（受付 10:00 ～）③④⑤
13:30 ～ 16:00（受付 13:00 ～）
場所　羽島市福祉ふれあい会館

（羽島市福寿町浅平 3-25）
内容　①皮膚科（乾癬など）＝
講演・個別相談②膠原病内科（全
身性エリテマトーデスなど）＝
個別相談③整形外科（後縦靭帯
骨化症など）＝講演・個別相談、
④神経内科（パーキンソン病な
ど）＝講演・個別相談⑤難病制
度＝個別相談
備考　個別相談のみ事前予約が
必要です
申込と詳細　県難病団体連絡協
議会　 ☎ 058-214-8733

難病医療福祉
相談会

FAX

　認知症の方やその家族の方な
ど、お気軽に参加してください。

【らららカフェ】
日時　1 月 15 日（月）　13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【オレンジカフェうぬま】
日時　1 月 17 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　喫茶「ジョイガァデン」

（鵜沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　ジョイフル各務原☎ 058-
379-2521

【オレンジカフェ八木山】
日時　1 月 18 日（木）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 05
8-385-3912

【こころカフェ　ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

事前申込は不要
「認知症カフェ」

テクノプラザ
CAD 研修

【SOLIDWORKS  工業デザイン モ
デリング基礎】
期間　1 月 11 日～ 12 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【SOLIDWORKS  基礎・応用（夜
間 8 日コース）】
期 間　1 月 15 日～ 24 日（土・
日曜日を除く 8 日間）
費用　3 万 240 円

【モノづくりを目指す技術者の
機械工学  基礎】
期日　1 月 22 日（月）
費用　9800 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

　社会福祉制度の相談も受け付
けます。
日時　1 月 16 日（火）　13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

　話の内容をその場で文字にし
て伝える、「要約筆記」を体験
してみませんか。
日時　2 月 3 日・10 日・24 日、3 月
3 日　いずれも土曜日　14:00 ～
16:00（全 4 回）
場所　総合福祉会館 3 階会議室
3（那加桜町 2）
定員　20 人（申込順）
申込と詳細　市社会福祉協議会
☎ 058-383-7610

要約筆記体験講座
受講生募集

試験日　1 月 31 日（水）
対象　高等学校既卒または、高
等学校卒業見込、中学校卒業以
上の方
定員　30 人
修業年限　2 年
備考　募集要項は准看護学校窓
口で配布しています
申込と詳細　1 月 10 日～ 25 日
16:00（必着）に、市医師会准看
護学校（那加東亜町）☎ 058-389-
3118

30 年度准看護学校
生徒募集

【1 月 31 日まで期間を延長】
　ワクチンの供
給が遅れている
ため、実施期間
を 1 月末まで延
長します。
場所　市内指定医療機関
接種回数　1 回
費用　本人負担額 1500 円（生
活保護世帯の方は免除）
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　対象など詳細はお問い合
わせください
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

高齢者インフル
エンザ予防接種

　年度末年齢が 40 ～ 69 歳の方
は、無料で受けられます。
期間　2 月 28 日まで
場所　市内指定医療機関
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 40 歳以上の方。ただ
し、以下に該当する方を除く ▽

大腸に関する病気で治療中また
は通院中 ▽職場などで受診する
機会がある
費用　500 円
内容　便潜血検査、診察（希望者）
申込　直接、市内指定医療機関
備考　70 歳以上の生活保護世
帯の方は無料。検診前に必ず健
康管理課での手続が必要
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

受けよう！
大腸がん検診

備考　尿を入れる容器（1 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番
号札配布 12:30 ～）
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区▽ 東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、別地区でも受診可 ▽前月
までの対象児で受診されていな
い方は、今回受診可 ▽駐車料金
の補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

2 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

	
	
内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談

期日 場所 対象出生児

5 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年
9 月 1 日～ 15 日

6 日
（火）

平成 29 年
9月16 日～30日

7 日
（水）

東保健相談
センター

平成 29 年 9 月

期日 場所 対象出生児

26 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年 3 月
27 日

（火）
東保健相談
センター

期日 場所 対象出生児

13 日
（火）

総合福祉会館

平成 28 年
7 月 1 日～ 15 日

14 日
（水）

平成 28 年
7月16日～31 日

16 日
（金）

東保健相談
センター

平成 28 年 7 月

期日 場所 対象出生児

19 日
（月）

総合福祉会館

平成 27 年
1 月1日～15日

20 日
（火）

平成 27 年
1 月16日～31日

21 日
（水） 東保健相談

センター

平成 27 年
1 月1日～15日

23 日
（金）

平成 27 年
1 月16日～31日

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1115

　講演会を開催します。気軽に
ご参加ください。
日時　1 月 9 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　「患者の立場から見た医
療・介護の問題点」恩田聖敬・
まんまる笑店代表取締役社長
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

生活圏域
ネットワーク会議

　住み慣れた地
域で、自分らし
く暮らせるよう、
介護予防教室と
認知症啓発のイベントを、エー
ザイ協力のもと行います。気軽
にご参加ください。
日時　1 月 12 日（金）　9:30 ～
15:00
場所　イオンモール各務原 1 階
センターコート（那加萱場町 3）
内容　脳のいきいき体操、脳若
タブレット体験、においでわか
る健康チェック（定員 150 人）、
もの忘れ相談
備考　詳細は市ウェブサイトを
ご覧ください
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-21
24

気軽に楽しく
脳トレ体験

備考　400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

2 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

24 日
（土）

9:30 ～ 12:00 アピタ各務原店
（鵜沼各務原町 8）13:30 ～ 16:00

1 月 31 日（水）まで

市県民税　　　 4 期
介護保険料　 1 月分
国民健康保険　 8 期
後期高齢医療　 7 期

今月の

納　税
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カルチャー カルチャー

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日、12/29 ～ 1/3

C
U
LT
U
R
E

ピザ作りに星空観察
少年自然の家のイベント

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■家族ふれあい体験「ファミリーデー②　手作り
　段ボール窯で、おいしいピザを焼いてみよう！」
日時　2 月 17 日（土）　9:00 ～ 15:00
対象　年少～大学生の子どもを含む２人以上の家族

（年少児未満の参加は不可）
定員　15 家族（抽選）
費用　大人 1000 円、子ども 700 円
申込　2 月 3 日（必着）までに、はがきに「代表者氏名、
ふりがな、性別、郵便番号、住所、電話番号、参加
人数、参加者全員の氏名・ふりがな・2 月 17 日現
在の年齢・性別、キャンセル待ちをするか否か」を
記載し、少年自然の家「ファミリーデー②」係、ま
たは市ウェブサイトの専用フォームから申込
■星空観察入門
日時・内容　 ▽ 2 月 10 日（土）　15:30 ～ 20:00 ＝
星座を見つけよう・天体望遠鏡を使おう ▽ 24 日（土）
12:20 ～ 16:30 ＝岐阜県内の天文台 ( ハートピア安
八天文台）を訪ねて（全 2 回）
対象　2 回とも参加できる小学４年生以上の方
定員　20 人（抽選）
費用　800 円（10 日の夕食代含む）
持参品　懐中電灯、星座早見盤（持っている方のみ）
申込　1 月 20 日（必着）までに、はがきに「参加者
全員の氏名、ふりがな、性別、学年または年齢、保
護者氏名、郵便番号、住所、電話番号、キャンセル
待ちの有無」を記載し、少年自然の家「星空観察入門」
係、または市ウェブサイトの専用フォームから申込
■ 1 月のプラネタリウム
日時　1 月 14 日（日）　10:00 ～ 11:00
内容　今日の星空と星座物語、レンズのない望遠
鏡？アルマ望遠鏡
費用　100 円
備考　途中入場はできません
■出張天体観察会
日時　1 月 27 日（土）　19:00 ～ 20:00
場所　蘇原第二小学校運動場（蘇原沢上町 1）
内容　月、プレアデス星団、オリオン星雲などの観察
備考　 ▽雨天・曇天時は中止 ▽天候や人数の関係で
早めに終了することがあります

C
U
LT
U
R
E

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

寒い季節に温かいスイーツ「とろ～り
フォンダンショコラでバレンタイン」

　焼きたての生地の中から、とろ～りチョコが溶け
出るフォンダンショコラを作ります。手作りマシュ
マロとチョコチップクッキーは、ラッピングしてお
持ち帰りできます。女性限定の講座です。
日時　2 月 7 日（水）　19:00 ～ 21:00
定員　16 人（8 人は市内在
住・在勤で 35 歳以下の勤労
者を優先）
講師　奥村里美
費用　1300 円（受講料 300
円、材料費 1000 円）
申込と詳細　1 月 9 日　10:00 ～費用を持参して東
ライフデザインセンター（10:00 の時点で定員を超
えた場合は、その場で抽選）

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）、12/28 ～ 1/4

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

イベント＆コンサート

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

■平成 30 年成人式
日時　1 月 7 日（日）　9:45 ～ 12:30
場所　市民会館
詳細　青少年教育課☎ 058-383-1484
■市民会館ホワイエコンサート
　「2 台のバイオリンとピアノ  魅惑のメロディ」
日時　2 月 8 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順、未就学児は入場不可）
出演　t

トリオ

rio  m
ムーサ

usa（三好孝市・バイオリン、土井の
ぞみ・ピアノ、吉田さつき・バイオリン）
費用　大人 300 円、中学生以下無料
詳細　事前に電話などで市民会館

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　プリザーブドフラワーを使って、ひな祭りの飾り
を自分のために、お子さんのために作りませんか。
日時　2 月 10 日（土）　10:30 ～ 12:00
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
費用　1800 円（受講料 300 円、材料費 1500 円）
講師　五島泉・プリザ・デコ・JAPON 正教授
備考　お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児）
申込　1 月 30 日（必着）までに、｢ 講座名、参加
者の氏名、年齢、住所、電話番号、お子さんを同伴
される方は氏名、学年または年齢 ｣ を明記し、メー
ル chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または往復は
がきで中央ライフデザインセンターへ（窓口申込の
場合は、はがき 1 枚持参 )

C
U
LT
U
R
E

子育てママのクラフト講座
「ひな祭り飾りをつくろう」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

　高校生ボランティアが、スマートフォンの基本的
な使い方に関するご質問にお答えします。
日時　2 月 3 日（土） 　10:00 ～ 12:00
申込　1 月 26 日までに、電話などで「氏名、年齢、
電話番号、スマートフォンの種類、主に質問したい
こと」を中央ライフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」 〒 509-0102 各務字車洞 6797-1

㊡なし

■ 4 日（日）各務野・自然観察ウオーク
持参品　筆記用具、防寒着
費用　300 円
■ 25 日（日）解体とジビエに学ぶ。（特別講座）
持参品　汚れてもよい服装、防寒着
費用　2000 円（昼食代含む、事前振込）

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00（25 日は 15:00 まで）
定員　30 人（申込順）
対象　小学生の親子（大人のみも可）
申込　1 月 1 日～「開講日と講座名、参加者全員の
住所、氏名、ふりがな、付き添いの方の有無、性別、
年齢、電話番号、返信用メールアドレス」を明記し、
shizen@wildlife.ne.jp へ
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

冬の山や自然に親しもう！
2 月の「自然体験塾講座」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

おいしいお味噌を手作り
「杜氏から学ぶ豆味噌作り」

　蒸した大豆を味噌玉にし、麹菌をつけるところか
ら始めて、5kg の豆味噌を作ります。
　味噌作りを通して、味噌についての知識を一歩深
めてみませんか。
日時　2 月 14 日（水）・16 日

（金）　14:00 ～ 16:00（全 2 回）
場所　川島健康福祉センター

（川島松原町）
定員　16 人（申込順）
費用　2000 円
持 参 品　エプロン、三 角巾、
布巾、台布巾
講師　木方庸一朗・「芋慶」専務取締役
申込　1 月10 日　10:00 ～費用を持参して川島ライ
フデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

〒501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

IN
FO

中央図書館
☎ 058-383-1122

蔵書点検のため、中央ライフ図書室・
もりの本やさんを休館します

　本の返却は、中央図書館または川島ほんの家をご
利用いただくか、鵜沼駅空中歩道や各館設置のブッ
クポストにお願いします。
休館日　 ▽ 1 月 24 日（水）＝中央ライフデザインセ
ンター図書室 ▽ 25 日（木）＝もりの本やさん

〒504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/28 ～ 1/4、1/9・10・15・22・26・29、2/5
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

と
そ
の
実
際
は
異
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

僕
は
飯
舘
中
学
校
と
の
交
流

を
通
し
て
、よ
り
多
く
の
人
に
、

村
の「
今
」の
姿
を
み
つ
め
て
ほ

し
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
飯

舘
村
は
、
僕
た
ち
の
想
像
以
上

に
復
興
し
て
い
ま
し
た
。
交
流

当
初
の「
原
発
で
被
災
し
た
村
」

は
、未
来
へ
と
前
向
き
に
歩
み

続
け
る
村
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
ま
す
。僕
は
、「
被
災
し
た
村
」

と
い
う
固
定
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

を
少
し
で
も
除
く
こ
と
が
最
も

村
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
６
年
間
続
け

て
き
た
こ
の
交
流
を
ぜ
ひ
今
後

も
続
け
て
い
き
、
飯
舘
中
に

と
っ
て
も
飯
舘
村
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
交
流
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

文
・
３
年
　
祖
父
江
恵
太
さ
ん

未来へ向けて～飯舘中学校との交流～
中央中学校

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
・
増

進
を
図
る
た
め
、
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
な
ど
に
よ
る
検
診
や

発
育
測
定
、
視

力
・
聴
力
検
査

な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
診
断
結
果

　

今
年
度
の
健
康
診
断
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

内
科
検
診
で
は
、
運
動
器
検

診（
小
５
・
中
２
）で
、「
要
精
密

検
査
」
と
指
摘
さ
れ
た
児
童
生

徒
は
6.7
％
で
、脊
柱
、肘
や
肩
・

膝
関
節
な
ど
の
異
常
の
早
期
発

見
・
対
応
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
成
長
曲
線
を
活
用
し
た
低

身
長
や
肥
満
・
や
せ
傾
向
へ
の

　

私
た
ち
、「
各
務
原
市
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
」
は
、
昨
年
４
月
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
25

年
に
市
制
50
年
記
念
行
事
と
し

て
、「
全
国
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」

が
市
民
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

設
立
に
向
け
て
有
志
で
準
備
委

員
会
を
作
り
、
昨
年
４
月
に
よ

う
や
く
設
立
で
き
ま
し
た
。
そ

の
間
に
、
メ
ン
バ
ー
が
講
習
会

に
参
加
し
、
試
験
を
受
け
て
全

国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
の
指

導
員
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
は
、

昨
年
10
月
９
日
の「
体
育
の
日
」

に
開
催
さ
れ
た
「
ス
ポ
―
ツ
げ

ん
き
祭
り
」
の
ラ
ジ
オ
体
操
講

座
で
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
昭
和
26
年

に
「
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
」
が
、

翌
27
年
に
第
二
が
制
定
さ
れ
、

全
国
に
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
今

静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
市
内
の
各
種
団
体

向
け
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
指

導
に
努
め
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操

の
指
導
を
受
け
た
い
方
、
私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
と
詳
細　

浜
田
☎
０
５
８

（
３
８
４
）８
４
２
９

各務原市
ラジオ体操連盟

指
導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

眼
科
・
耳
鼻
科
検
診
で
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
鼻
炎
、
結
膜

炎
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
年

中
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
訴
え
る

児
童
生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

聴
力
検
査
で
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ａ

Ｅ
検
査
（
小
１
）
で
、
両
耳
合

わ
せ
て
8.3
％
が
精
密
検
査
対
象

と
な
り
、
滲
出
性
中
耳
炎
や
感

音
性
難
聴
な
ど
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

視
力
検
査
で
は
、
裸
眼
視
力

が
1.0
未
満
の
児
童
生
徒
が
、
小

学
校
約
30
％
、
中
学
校
約
60
％

と
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
検
診
で
は
、
永
久
歯
の

未
処
置
者
は
小
学
生
3.6
％
（
昨

年
3.9
％
）
中
学
生
10
・
３
％
（
昨

年
11
・
９
％
）
と
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

問
題
は
、
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
こ
と
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
健
康
診
断
だ
け
で
こ

れ
ら
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭

で
も
表
情
や
姿
勢
、
体
調
の
変

化
な
ど
の
健
康
観
察
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

詳
細　

学
校
教
育
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
７
９
８

　

昨
年
10
月
10
日
・
11
日
に
中
央

中
学
校
か
ら
３
年
生
４
人
で
福

島
県
飯い
い
た
て舘

村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
飯
舘
中
学
校
４

人
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
飯
舘
村

巡
り
を
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
う

や
く
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

飯
舘
村
。
６
年
間
の
交
流
で
初

め
て
車
中
か
ら
外
へ
出
て
、
村

内
の
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
に
開

館
し
た
「
道
の
駅  

ま
で
い
館
」

や
今
春
の
開
校
へ
向
け
て
急

ピ
ッ
チ
で
改
装
が
行
わ
れ
て
い

る
「
飯
舘
中
学
校
」、
震
災
の

と
き
か
ら
休
校
し
て
お
り
、
今

年
３
月
を
も
っ
て
正
式
に
廃
校

に
な
る
「
旧
飯い

い
と
い樋
小
学
校
」
な

ど
を
巡
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

村
に
は
震
災
の
爪
跡
は
残
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
人
々

は
懸
命
に
村
の
未
来
を
よ
く
す

る
た
め
に
活
動
し
て
き
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
飯
舘
中
学
校
の

皆
さ
ん
と
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
お

互
い
の
学
校
の
活
動
を
紹
介
し

合
い
、
改
善
策
に
つ
い
て
討
論

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
に
住
ん
で
い
る
僕
た

ち
は
、「
被
災
地
」
と
聞
く
と
今

も
な
お
悲
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
原
発
事
故
の
こ
と
を
話

題
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
事

実
で
す
。
し
か
し
、
僕
た
ち
が

こ
の
２
日
間
の
中
で
感
じ
た
の

は
、
報
道
で
目
に
す
る
よ
う
な

「
原
発
の
村
」と
し
て
の
飯
舘
村

小
中
学
校
の
健
康
診
断

薫田拓弥さん・秋山恭輝さん｜「平成30年成人式」企画委員長

　

１
月
７
日
に
開
催
さ
れ
る
、

平
成
30
年
成
人
式
。
市
内
８
中

学
校
の
卒
業
生
が
企
画
委
員
と

な
り
、
新
成
人
自
ら
が
、
企
画
・

運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

企
画
委
員
を
束
ね
る
今
年
の

委
員
長
は
、
鵜
沼
中
出
身
の
薫

田
拓
弥
さ
ん
と
、
蘇
原
中
出
身

の
秋
山
恭
輝
さ
ん
が
務
め
る
。

昨
年
６
月
、
恩
師
か
ら
連
絡
を

受
け
た
薫
田
さ
ん
は
、「
自
分
に

務
ま
る
だ
ろ
う
か
」
と
戸
惑
い

つ
つ
も
依
頼
を
引
き
受
け
た
。

　

８
月
か
ら
は
、
成
人
式
に
向

け
て
の
打
ち
合
わ
せ
が
ス
タ
ー

ト
。
薫
田
さ
ん
、
秋
山
さ
ん
た

ち
企
画
委
員
は
、
今
回
の
テ
ー

マ
を「
想

お
も
い

」と
し
た
。
こ
の
一
字

に
、
感
謝
や
自
覚
、
希
望
な
ど

の
意
味
を
込
め
た
。

　

こ
の
想
い
を
伝
え
る
手
段
の

一
つ
が
、
当
日
配
布
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
。
制
作
を
担
当
し
た

薫
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
し
た
こ
と
が
な
く

苦
戦
し
た
が
、
他
の
委
員
と
相

談
し
な
が
ら
、
満
足
の
い
く
も

の
を
完
成
さ
せ
た
。

　

一
方
、
秋
山
さ
ん
は
進
行
を

担
当
。
式
全
体
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
、
細
部
に
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
作
り
上
げ
た
。
全
体
を

統
括
す
る
立
場
の
秋
山
さ
ん
は
、

打
ち
合
わ
せ
中
も
自
分
の
出
番

だ
け
で
な
く
、
常
に
全
体
を
把

握
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
準
備
を
振
り
返

り
、「
学
業
な
ど
と
の
両
立
が
大

変
だ
っ
た
」
と
秋
山
さ
ん
。
打

ち
合
わ
せ
の
時
に
、
目
の
下
に

く
ま
が
で
き
て
お
り
、
他
の
委

員
か
ら
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
。

打
ち
合
わ
せ
に
遅
刻
す
る
こ
と

も
あ
り
、
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う

と
必
死
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

い
よ
い
よ
成
人
式
当
日
を
迎

え
る
。
本
番
を
前
に
薫
田
さ
ん

は
、「
成
人
式
は
懐
か
し
い
友
人

に
出
会
う
場
で
も
あ
る
。
和
や

か
な
雰
囲
気
に
し
た
い
」と
話

す
。
そ
し
て
秋
山
さ
ん
は
、「
大

人
と
し
て
の
節
目
と
な
る
よ
う

な
式
典
に
し
た
い
」
と
、
意
気

込
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
想
い
の

こ
も
っ
た
成
人
式
の
幕
が
、
ま

も
な
く
開
か
れ
る
。

KUNDA Takuya（左）
AKIYAMA Yoshiki（右）
弁護士を目指す秋山さん。薫田さん
の夢は、都市開発に携わること。

社会人としての責任を自覚できる成人式に

広報各務原 1 月 1 日号　 　1415　　 広報各務原 1 月 1 日号



作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

め
ざ
せ
！

　11 月 18 日、新加納地区の歴史と地元の造り酒
屋を巡るイベントが開催されました。
【市民カメラマン：藤井弘司さん】
朝方より雨が降っていましたが、参加者の皆さん
は元気よく出発しました。今回は中山道新加納立
場周辺の神社仏閣を訪ね歩き、最後に蔵元林本店
で酒蔵見学と試飲を楽しむコースでした。銘酒の
試飲や温かいおもてなしで、参加者は冷えた体を
芯から温め、楽しいだんらんの場となりました。

「本物」の伝統芸能にふれる

交通安全への思いをたたえて 若き芸術家たちの力作を堪能

蘇原中学校能楽体験

交通安全作文表彰式 高校生美術展

中山道ぎふ 17宿歩き旅 2017

　蘇原中学校で、「本物との出会いから学ぶ」こ
とを目的に、能楽体験の授業が行われました。
　1・2 年生を対象に、京都の能楽家を招いて行
われたこの学習。体育館に専用の舞台が設けられ、
有名な能「敦盛」の演目を鑑賞しました。
　生徒たちが、実際に舞台で能の一節に挑戦する
機会もあり、舞台に立った 2年生の佐藤直哉さん
は「一生に一度の貴重な体験ができました」と目
を輝かせていました。　　　　　　（11 月 30 日）

　市では、毎年夏に市内の小学生から子どもの事
故防止や交通安全をテーマとした「交通安全作文」
を募集しています。
　12月 6日、審査で選ばれた最優秀・優秀賞作品
18点の表彰式が、市役所で行われました。
　式典では、浅野市長や中野峰夫・各務原警察署
長らから表彰状や楯が手渡された後、受賞者を代
表して稲羽東小学校6年の仙石結莉さんが作品を
発表。交通安全への思いを新たにしました。

　12 月 2 日～ 7日、産業文化センター 1階のあ
すかホールで、高校生の力作が集結する「第 27
回高校生美術展」が行われました。
　市内外から応募された作品のうち、部門ごとの
最優秀賞作品 5点を含む、入賞・入選作品計 173
点を展示。来場者は、若い感性が生み出す、エネ
ルギーあふれる作品に見入っていました。
　また、期間中は幼児・小中学生の「少年美術展」
も開催され、会場に彩りを添えていました。

　

噂
が
噂
を
呼
び
、
宿
場
は
上
を
下
へ
の
大

騒
動
に
な
っ
て
い
た
。
男
も
女
も
、
そ
し
て

老
い
も
若
き
も
寄
れ
ば
誰
も
が
（
天
狗
）
の

話
ば
か
り
だ
っ
た
。
女
ど
も
は
天
狗
が
来
た

ら
す
ぐ
さ
ま
物
陰
に
隠
れ
、
い
ざ
と
な
っ
た

ら
畦
道
を
逃
げ
る
相
談
を
し
て
い
た
。

　

宿
場
の
主
だ
っ
た
者
た
ち
は
連
日
の
よ
う

に
本
陣
で
あ
る
桜
井
家
に
集
ま
り
相
談
を
繰

り
返
す
が
、
確
た
る
情
報
も
な
く
只
々
空
し

く
鳩
首
を
重
ね
る
の
み
だ
っ
た
。

「
明
日
、
太
田
宿
へ
行
っ
て
く
る
」

　

脇
本
陣
・
野
口
定
兵
衛
が
そ
う
言
っ
て
立

ち
上
が
り
、
こ
の
日
の
相
談
を
終
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
つ
づ
く

13

（
二
）

　

鵜
沼
宿
は
中
山
道
六
十
九
次
の
う
ち
江
戸

か
ら
数
え
て
五
十
二
番
目
の
宿
場
で
あ
る
。

元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
の
秋
も
深
ま
っ
た

十
一
月
の
半
ば
、
鵜
沼
宿
内
は
あ
ら
ぬ
噂
で

持
ち
切
り
と
な
っ
て
い
た
。

（
お
い
、
聞
い
た
か
。
近
い
う
ち
に
天
狗
党
っ

ち
ゅ
う
一
味
が
中
山
道
を
来
て
鵜
沼
宿
に
泊

ま
る
そ
う
じ
ゃ
と
）

（
お
ぉ
、
お
ら
も
聞
い
た
ぞ
。
ど
え
ら
い
人

数
じ
ゃ
そ
う
な
）

（
天
狗
み
た
い
な
男
ど
も
が
何
百
人
で
鉄
砲

や
ら
大
砲
ま
で
持
っ
と
る
ら
し
い
が
…
戦
さ

で
も
始
ま
る
の
か
の
ぉ
）

（
そ
の
天
狗
は
お
そ
が
い
（
恐
ろ
し
い
）
顔

を
し
と
る
ら
し
い
ぞ
。
目
を
合
わ
せ
た
だ
け

で
切
ら
れ
る
そ
う
じ
ゃ
）

（
お
ぉ
、
お
そ
が
い
、
お
そ
が
い
。
え
ら
い

こ
と
に
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
。
ど
う
す
り
ゃ
え

え
か
の
ぉ
）

【これまでのあらすじ】明治 34 年（1901）の春。永倉新八は、かつての新撰組の同志、島田魁の養父を訪ね石田（神置）村を訪れる。

                             　かつて石田村で育った島田（幼名：半吉）は、剣の腕を見込まれ大垣藩士の養子に。そして腕を磨くため江戸へ…

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
！
ら
ら
。
今
年
も

ら
ら
ら
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ら
ら
。

　

昨
年
の「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
」、
ら

ら
ら
は
１
４
７
位
だ
っ
た
ら
ら
。
み
ん
な
応
援

あ
り
が
と
う
ら
ら
。

　

そ
れ
か
ら
、
ら
ら
ら
に
年
賀
状
を
く
れ
た
お

友
だ
ち
、
あ
り
が
と
う
ら
ら
。
お
返
事
を
書
く

か
ら
楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
ら
ら
。
ま
だ
の
お

友
だ
ち
も
、
急
げ
ば
ま
だ
間
に
合
う
ら
ら
。

　

今
年
も
、
ら
ら
ら
は
、
い
っ
ぱ
い
各
務
原
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書画
「末広野菜」

絵手紙を始めたのが 15 年前。教室の先生のすてきな絵

に憧れて、色紙の作品も描き始めました。完成した作品

は経営する喫茶店の壁に飾り、お客様から「譲ってほしい」

と頼まれることも。この作品は、新年用に描き上げたも

ので、縁起のよい野菜たちとともに、戌年の私自身も今

年一年が「戌
い

い年」になればと思い制作しました。 谷口ユカリさん
（那加前洞新町）

CITY
GALLERY

新年を彩る「末広がり」な野菜たち

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

幼稚園ごっこが大好きな2人。9月から一緒

に仲良く登園する姿を楽しみにしているよ。

（智史さん・亜津沙さん、川島河田町）

いつも元気なつむちゃん、笑顔をたくさんあり

がとう。これからもすくすくと成長してね。

（宏一さん・郁恵さん、那加野畑町）

今井　紬
つむぎ

ちゃん（H28.8.25 生）
武山 旅

たび

途
と

ちゃん（H25.3.22 生）

　　 紡
つむ

季
ぎ

ちゃん（H27.9.11 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8088 人（男　7万 3218 人・女　7万 4870 人）

世帯｜ 5万 8818 世帯　　　　　平成 29 年 12 月 1日現在

広
報
各
務
原
　
Vol.1312

平
成
30
年
1
月
1
日
号

編
集
発
行
　
｜
　
各
務
原
市
市
長
公
室
広
報
課

〒
504-8555

岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
桜
町
1-69

電
話
｜
058-383-1111（

代
表
）　
　
　
FAX

｜
058-389-1234

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｜
http://w

w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp


	広報かかみがはら2018年1月1日号_01
	広報かかみがはら2018年1月1日号_02-03
	広報かかみがはら2018年1月1日号_04-05
	広報かかみがはら2018年1月1日号_06-07
	広報かかみがはら2018年1月1日号_08-09
	広報かかみがはら2018年1月1日号_10-11
	広報かかみがはら2018年1月1日号_12-13
	広報かかみがはら2018年1月1日号_14-15
	広報かかみがはら2018年1月1日号_16-17
	広報かかみがはら2018年1月1日号_20

